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たらす地域・社会的要因にも留意しつつ、生涯にわたる健康づくりを総合的に推進する 2) こととなっている。 
このような生涯にわたる健康づくりの推進を目指し、健康寿命の延伸や生活の質の向上を実現し、健やか
で活力ある社会を築くため、がんなど生活習慣病の一次予防に重点を置いた対策として、21世紀における国






普及することが重要である 3)  と示されている。 
【名寄市の健康課題】 
平成 29年度名寄市保健医療福祉についてのアンケート報告書によると、現在の健康状態について、「まあ
よい」が 63.2%と最も高く、次いで「とてもよい」が 22.3%、「あまりよくない」が 10.1%となっている。年
代別では、「とてもよい」の割合を見ると、60 代が 17.6%であり、70 代が 9.3%と最も低くなっている。ま
た、「あなたは、生活習慣病予防に効果があるといわれている運動（週 2回以上、30分以上の運動）を１年
以上継続しているか」については、「している」が 56.7%、「していない」が 41.7%となっており、性別では





以上 30 分以上の持続的運動で 1 年以上継続）を、平成 23 年の現状値である男性 60.3%、女性 44.7%からと
もに増加傾向とすることとしている 5)。 
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を用いたストレッチを約 10分行った後、実際にウォーキング体験指導を約 20～30分行った（写真４）。 
写真１ 体組成測定 写真２ 体組成測定結果説明 















ソフトウェア「IBM SPSS Statistics 24」を使用し、有意水準を 5%とした。  
５）倫理的配慮 
































































































17 (73.9) 21 (51.2) 13 (54.2) 25 (62.5) 12 (66.7) 26 (56.5)
どちらともいえない・
変わらない




16 (69.6) 29 (70.7) 14 (58.3) 31 (77.5) 15 (83.3) 30 (65.2)
どちらともいえない・
変わらない
6 (26.1) 11 (26.8) 10 (41.7) 7 (17.5) 2 (11.1) 15 (32.6)




15 (65.2) 20 (48.8) 11 (45.8) 24 (60.0) 11 (61.1) 24 (52.2)
どちらともいえない・
変わらない
8 (34.8) 20 (48.8) 13 (54.2) 15 (37.5) 7 (38.9) 21 (45.7)




16 (69.6) 20 (48.8) 11 (45.8) 25 (62.5) 11 (61.1) 25 (54.3)
どちらともいえない・
変わらない
7 (30.4) 20 (48.8) 13 (54.2) 14 (35.0) 7 (38.9) 20 (43.5)




22 (95.7) 31 (75.6) 17 (70.8) 36 (90.0) 14 (77.8) 39 (84.8)
どちらともいえない 1 (4.3) 8 (19.5) 7 (29.2) 2 (5.0) 3 (16.7) 6 (13.0)


































表１ 性別・65歳区分別・ノルディックウォーキングへの参加別 回答割合の比較 
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